国際ロータリー
長期計画２００７年－２０１０年

優先項目と目標

長期計画には７つの優先項目が含まれており、各項目にはそれぞれ目標が定められています。この優先項目を決定するにあたり、RIは、世界中の草の根のロータリアンとシニアリーダーを対象に調査を行い、今後のロータリーにとって最も重要であると思われる事柄について回答してもらいました。

１．ポリオを撲滅する　　

a)インターナショナル・ポリオ・プラス委員会の計画と目標を支持する。

b)ポリオ・プラス・パートナーへのロータリアンの参加の維持・拡大を図る。

c)ポリオ撲滅という究極の目標に向けた他団体との協力関係を今後も重視して活動する。

２．ロータリーに対する内外の認識と公共イメージを高める

　　a)国際ロータリーとそのプログラムについて世界的に認識を深めるために、公共情報キャンペーンを組織の内外で実施する。
　　b)あらゆるレベルにおいて、ロータリーの取り組みとその活動成果を率先して世界に語り伝える。

３．他者に奉仕するロータリーの能力の増大を図る

　a)奉仕の機会を広げる方法として「四大奉仕部門」を強調する。
　　b)援助を必要とするクラブの改善を支援することに特別な強調を置く。

　　c)現在の研修に革新的なアイデアを取り入れて、さらに充実させる。

　　d)ロータリーの使命を高めるため、その高潔さを保ちながら、あらゆるレベルで長期的な協同関係を拡大する。

　　e)すべての活動分野においてロータリーの効率と有効性を高めるよう努める。

４．質的にも量的にも会員組織を世界的に拡大する

　a)最良の方法（ベストプラクティス）に基づいて会員組織の増強と拡大を図るために、クラブレベルの責任を強化する包括的計画を立案し、実施する。

　b)見込みのある適切なすべての地域にロータリーを拡大する。
　c)若い会員や新しく現れた職業や職業分野の会員を増やす。

　d)ロータリーの世界を通じてロータリー家族を強調し、さらに充実させる。

５．ロータリー独特の職業奉仕への取り組みを強調する

　　a)事業や職業団体に加わり、倫理的な意思決定に影響を与え、指導的な役割を果たすよう奨励する。
　b)ロータリアンの専門的知識と経験を十分に生かし、他者、特に職のない人々の職業技能を開発する新たな方法を見つける。

　　c)専門的職業能力の開発を奨励するために、学習や情報交換を行うための職業フォーラムの企画にさらに力を入れる。

６．国際ロータリー内の指導的才能を最大限に活用し、育成する

　a)ロータリアンの才能や技能を余すところなく駆使し、あらゆるレベルにおいて指導力を養成する機会を拡大する。

　b)青少年や若者の指導力を養成する機会を開拓する。
　c)最良の方法（ベストプラクティス）が確実に行われるよう、管理手順の査定を定期的に行う。

７．組織全体を通じて継続性と一貫性を保つために、長期計画の手順を完全に実施する

　a)ロータリアンのニーズと期待に合わせるため、RI長期計画を３年毎に見直し、最新のものにする。
b)ロータリーの長期計画が、ロータリー財団の未来の夢計画ならびに事務局の管理と調和するものとなるようにする。
　c)地区やクラブを含め、当組織全体にRI長期計画を普及し、また、会員が意見を述べる機会を提供する。

　d)クラブと地区のために長期計画立案のモデルを作成し、これを実施する。

RI長期計画の最優先項目はポリオの撲滅であり、本計画のほかの優先項目は、総合するとポリオ撲滅と等しい重要性を持ちます。
２００７年６月／７月、理事会が承認
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